
・観光客などへの利用マナーの普及・啓発
・希少な動植物の密猟や盗掘の監視
・利用者の安全確保のための登山道や案内板などの点検、応急補修
・動植物の生息、生育状況など自然環境の継続的観測および監視
・利用者への自然解説、登山ルートや施設の案内

東京都レンジャーは、次の企業にご協力いただいています。　丸紅フットウェア

東京都レンジャーの業務
高尾ビジターセンター
奥多摩ビジターセンター
御岳ビジターセンター
小峰ビジターセンター
山のふるさと村ビジターセンター

042-664-7872
0428-83-2037
0428-78-9363
042-595-0400
0428-86-2551

自然公園に関する問い合わせ
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Twitter「東京の自然公園」都レンジャー、つぶやいています！

ようこそ！ヘビ博士　～檜原小学校の校外授業～
「檜原村で巡視中にヘビを見た場所を教えて下さい」。ヘビが大好き
な檜原村小学校 5年生の生徒からの質問に、巡視記録からヘビの情
報を抜き出して、説明しました。レンジャー以外からも情報収集して、
「檜原村ヘビマップ」を作るそうです。今年度は、本州に生息してい
る 8種すべての情報があったそう。檜原村の自然の豊かさが表れて
いますね。
レンジャーも把握していなかったサンショウウオの生息情報を教え
てもらい、有意義な時間を過ごせました。

新サポートレンジャー、始動！
新型コロナウイルス感染症の影響を受けて中断していたサポートレンジャーの
募集が、本年度から再開されました。新規会員（16期生）として、3年ぶりに新
サポートレンジャーを迎えることとなり、早速、一緒の活動が始まっています。
多摩地域の自然公園を東京都レンジャーと一緒に守っていく、心強い仲間たち。
これからもよろしくお願いします。

観察マナーを守ろう
花の観察の季節となりますが、一部の観察マナーの悪い方々による植生荒廃も
発生する季節となります。
希少種の「盗掘」、観察や撮影目的での「踏み荒らし」、
目当ての花周辺の「刈り込み」、本来その場所にない
植物の「植栽」など、残念なケースが発生しています。
自分さえ良ければではなく、後世に残していけるよ
うな自然観察を心掛けましょう。

複数回の講習を経て…

いざ現
場へ！

！

花芽を摘まれたクマガイソウ 植えられたセリバオウレン

撮影時の踏みこみによる裸地化

看板をまたいで踏みこんだ跡

自然を大切にするって
どういうことかな？

Tenger


